
知床 半島西海 岸 におけ るウ ミウの繁殖 につ いて
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ウ ミウ(」P肋 彪6ZO60槻 κ 万伽η26窺0脇8ジ は、 沿 海

州 、 サ ハ リン、 日本 北 部 で 繁 殖 し、 我 が 国 で は 岩

手 県 陸 中海 岸(山 本 、1967)、 天 売 島(.黒 田 、1963)、

恵 山岬(黒 田 、1965)、 ユ ル リ、 モ ユ ル リ両 島(藤

巻 ら、1976)な どの 繁 殖 地 が 知 られ て い る。 筆 者

は、1979年 と1980年 に 行 わ れ た知 床 半 島 自然 生 態

系 総 合 調 査 、 そ の 他 の調 査 で ウ ミウ の 営 巣 数 を調

べ 、 現 在 知 られ る営 巣 地 の 中で 知 床 半 島 西 岸 が最

大 で あ る こ と を報 告 した(中 川 、1981、1982)。 ウ

ミウの 営 巣 に つ い て そ の 後 も継 続 して 調 査 した の

で 、1979年 か ら1985年 まで の 調 査 結 果 を報 告 す る。

な お 、 調 査 の 実 施 に あ た って は、 森 信 也 、 高 田 勝 、

三 浦 二 郎 、 渡 部 裕 、 青 井 俊 樹 、 門馬 恵 彦 、 村 上 秀

雄 、 石 川 正 二 氏 らの 協 力 を い た だ く こ とが で きた 。

また 、 調 査 船 で は桂 田勧 二 氏 の お世 話 に な っ た 。

こ こ に厚 くお 礼 申 し上 げ ます 。

調査地 と調査方法

調査地は北海道東部に位置する、知床半島西海

岸(オ ホーツク海側)の 宇登 呂 ・知床岬問の海岸

線約40kmで ある。半島西海岸の宇登呂以南および

半島東海岸(根 室海峡側)で は、現在の ところウ

ミウの営巣はみられない。調査は1979年7月2日 、

1980年7月1日 、1981・年・7月14日 、1982年 ・7月6

日、1984年7月8日 、1985年7月!1日 の6回 、 海

上 よ り船 に よ って 行 っ た 。 調 査 は7～10倍 の 双 眼

鏡 を用 い、 各 営 巣 地 に船 を近 接 させ て 営 巣 数 、 成

鳥 の 個 体 数 を記 録 した 。 また 、 幼 鳥 の 数 や 成 長 の

様 子 、 オ オ セ グ ロ カ モ メや ヒ メ ウ な ど、 ウ ミウ の

営 巣 地 に 見 られ た 他 の海 鳥 につ い て も あわ せ て記

録 した 。 営 巣 地 で は途 中 放 棄 した と思 わ れ る空 の

巣 が 多数 あ る場 合 もみ られ た が 、 営 巣 数 に は含 め

な か っ た。1983年 は海 一.ヒか らの 調 査 を行 わ な か っ

た が 、 陸 一Lか ら観 察 で き る幌 別 の 営 巣 地 で 、4月

下 旬 か ら8月 中 旬 ま で の 間 、 営 巣 数 や 営 巣 位 置 の

変化 、幼 鳥 数 な どに つ い て調 べ た 。

営巣数 と営巣地の分布

営巣総数は1979年 が最 も多く690巣 であったが

翌年激減 し、以後漸増頃向にある(図1)。 各営巣

地のウミウの営巣数は表1に 示す ように年による

変動が大 きい。営巣地の分布は、幌別、岩尾別両

地区の海岸断崖に連続 してあったほか、カムイワ

ッカ、鮒岩、 イタシュベワタラ、知床岬地区の海

岸断崖、独立岩に散在 していた(図2)。

幌別地区 と岩尾別地区は第四紀の羅臼岳火山喧

表1.知 床 半 島 西 海 岸 に お け る ウ ミ ウ の 営 巣 数

Table1.Numberofnestsof勘 磁 εzo60燃 万伽 　翻o欄onWestcoastoftheShiretokoPeninsula.
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図1.ウ ミ ウ の 営 巣 総 数 の 年 変 動

Fig.1.Fluctuationinthenumberofnests

of」P肋 ∠αozo60名召κ 〃 α挽6η'osπ ∫.

出 物 に よっ て 形 成 さ れ た溶 岩 台地 で 、 海 岸 部 は 高

さ100m～200mの 断 岸 が 続 く。 ウ ミウ は こ の 安 山

岩 か ら な る海 食 崖 の 岩 棚 に 営 巣 して い た 。 こ こで

は オ オ セ グ ロカ モ メの 営 巣 数 も多 く、1981年 で は

7ヶ 所 の ウ ミウ営 巣 地 の う ち5ヶ 所 で オ オ セ グ ロ

カ モ メが 共 に 営 巣 して い た 。 ウ ミウ とオ オ セ グ ロ

カ モ メが 共 に営 巣 して い る場 合 は、 崖 の 中央 部 の

垂 直 に切 立 っ た 部 分 に ウ ミウ が 、 崖 の上 部 の 草 つ

きの 斜 面 に オ オ セ グ ロ カ モ メが 営 巣 して い た。 営

巣 地 及 び 、 沿 岸 の 岩 礁 上 に は ヒ メ ウ も見 られ た が

(岩 尾 別 地 区 で1981年409個 体 、1982年20個 体 、幌

別 地 区 で は両 年 と も0個 体)、営 巣 は確 認 され な か

っ た。

カ ム イ ワ ッカ の 岬 の 南 側 の 崖 で は1979年 に ウ ミ

ウ の 巣 が3巣 見 られ 、1981年 に空 の巣 が5巣 あ っ

た が 、 他 の 年 に営 巣 は 見 られ な か っ た 。

鮒 岩 、 イ タ シ ュベ ワ タ ラ 、 知 床 岬 地 区 の 営 巣 地

は い ず れ も安 山 岩 の 角 礫 を含 む 集 塊 岩 の 崖 や 独 立

岩 に あ る。 鯖 岩 対 岸 の 崖 は1979年 に202巣 と多 か

っ た が 、 そ れ 以 降 は100巣 を越 え る こ とは な か っ

た。 イ タ シ ュベ ワ タ ラで は1979年 は海 岸 の 崖 に、

1981年 以 降 は海 上 の2つ の 独 立 岩 に営 巣 して い た。

知 床 岬 の 啓 吉 湾 内 の 独 立 岩(Nα20)で は、1979一年

の29巣 が 人 為 的 影 響(測 量 用 ポ ー ル の 設 置)に よ

り1980年 に は5巣 、1981年 に は4巣 と減 少 した 。

… 方
、1979年 、1980年 に は 見 られ な か っ た オ オ セ

グ ロ カ モ メ が1981年 に は25巣 見 られ 、1982年 に は

42巣 、84年 に は37巣 とい ず れ もウ ミウの 営 巣 数 を

上 まわ っ た 。 しか し、1982年 以 降 増 加 傾 向 に
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図2.ウ ミ ウ 営 巣 地 の 分 布

Fig.2.Distributionofcoloniesof」P乃o∠ αozo60一

襯κ 万∠α吻aη'osπsonShiretokoPeninsula.

あ る ウ ミウ は1985年 に は53巣 を数 え、 こ の 年 の オ

オ セ グ ロ カモ メ は わ ず か1巣 で あ っ た。 この よ う

にNα20の 営 巣 地 で は 、 ウ ミ・ウ の 巣 が 減 少 す る とオ

オ セ グ ロカ モ メ の 巣 が 増 え、 再 び ウ ミウ の 巣 が 増

加 しだ す とオ オ セ グ ロ カ モ メ の 巣 が 減 少 す る と い

う傾 向 が 見 られ た。

営巣数の変動

営巣数 を地区ごとにまとめて比較すると、1979

年か ら1981年 にかけてやや変動が大きいものの、

それ以降はあまり大 きな変動はみられない(図3)。
一方、各営巣地毎の変化 を細かく見ると、営巣場

所や営巣数が毎年大 きく変動 していることがわか
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、

る(図4)。 このことは、幌別、岩尾別地区に特に

著 しい。営巣地の中には全巣が空巣 となっていた

もの(1979年 のNα12、33巣 。1982年 のNα4、30巣

以上。同年のNα9、18巣 以上など)も あり、繁殖

シーズン内での営巣地の集団放棄や移動が起 きて

いたことも考えられる。

営巣地それぞれに見られる年による営巣数の変

動は、一面では知床半島西岸のウ ミウ繁殖地 とし

ての収容力の大 きさを表わ している。20ヶ 所の営

巣地それぞれの6年 間の最大営巣数を合計す ると

1,425と な り、最近の営巣数の2～4倍 の収容能力

があることになる。ウ ミウの繁殖地 としての知床

半島は餌条件 にも恵まれ、人為的影響 もほとんど

無い地域である。年による営巣数や営巣場所の変

動、収容力に満たない営巣総数が何 によって起 る

のかは不明である。知床半島ではウ ミウの コロニ

ー近 くに捕食者であるオジロワシが営巣 し、ここ

を餌場 としている場合が多い(森 、1980)。繁:殖シ
ーズン内のウミウの営巣状況の変化にはオジロワ

シが関与 している可能性がある。 しか し、営巣地

の年次変動 は何によるものなのだろうか。秋か ら

TOTAL690305489371 463 548

197919801981198219841985

図3.地 区 別 営 巣 数

Fig.3.Totalnumberofnestsofeach

area.

図4.営 巣 地 毎 の 営 巣 数 の 年 変 動

Fig.4.Fluctuationinthenumberofnestsofeachcolonies.
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冬の死亡率など、渡 りの途中、あるいは越冬地の

生息状況が、ウミウの繁殖数に影響 を.与えている

ことも考えられる。

営 巣 地 へ の 渡 来

知 床 半 島 へ の ウ ミウ の 渡 来 は、 流 氷 が 緩 み 開 水

面 の 拡 が る4月 上 旬 に始 ま る。 ブ ユ ニ 岬 付 近 の 海

一Lでは1983.4.4(11羽)、1984.4.2(1羽)、1985.3.

31(5羽)が 観 察 され た。 流 氷 が 沖 合 に去 るの は

例 年4月 中 ～一ド旬 で あ る が 、 この 間 ウ ミウ は流 氷

上 や 開 水 面 に 見 られ る。1984年 は 、4月24日 まで

沿 岸 に 流 氷 が あ り、 ウ ミウ は流 氷 の あ っ た4月18

日に は ブ ユ ニ 岬 周 辺 の 氷 上 に32羽 が 兄 られ た もの

の 、 営 巣 地 とな っ て い る岩 場 に は 姿 が 兄 られ なか

っ た。 氷 の 去 っ た4月26日 に は ブ ユ ニ 岬 の 営 巣 地

に2羽 の ウ ミウ が 兄 られ1羽 は さか ん に デ ィスフ

レイ を行 っ て い た 。 デ ィスフ レイ は 首 と尾 羽 をL

に 向 け 、 腰 を低 く した 姿 勢 で両 翼 を一L方に パ ッパ

ッ とは ね上 げ る もの で 、 腿 の 白斑 が フ ラ ッ シ ュの

よ うに あ ざや か に 兄 え た 。 周 囲 の 海 は 沖 合 に流 氷

帯 が 遠 望 され 、 沿 岸 は帯 状 の 氷 片 群 が 漂 う程 度 で

あ っ た。 この 営 巣 地 か ら300m東 の 岩 礁Lに は13羽

の ウ ミウ が 見 られ た。

プ ユ ニ岬 に お け る繁 殖 状 況

営 巣 地 内 に お け る ウ ミウ の 繁 殖 状 況 を調 べ る た

め 、 幌 別 のプ ユ ニ 岬 の 営 巣地(Nα1)を1983年 に

調 べ た 。 断 崖 の 岩 棚 や くぼ地 に は シ ー ズ ンrllに合

計25ヶ 所 の 巣 が 作 られ た(図4)。 表2に は シー ズ

ン中 の 巣 の 増 減 、 抱 卵(抱 雛)や 幼 鳥 数 に つ いて 示

した 。 な お、 幼 鳥 数 につ い て は岩 石 の 陰 な どで 全

数 を数 え られ な か った 巣 もあ る。

4月29日 に は15巣 が 兄 られ 、8巣 で す で に 抱 卵

中 の 成 鳥 が 見 られ た 。5月2日 に は2巣 が 放 棄 さ

れ て お り、1巣 が新 た に増 え て い た 。6月20日 に

は、3巣 が 減 り、 新 た に10巣 が 作 られ 営 巣 総 数 は

23巣 とな って い た。 幼 鳥 は、 大 きな もの で は 親 の

%大 に な って い た が 、 大 部 分 は%人:以.ド で、 親 の

体 の 下 に な って い る 小 さな もの が 多か っ た。7月

11日 に は1巣 が 減 り22巣 とな っ て い た 。 幼 鳥 は親

と同 大 に な っ て い た もの が4巣 で 兄 られ たが 、 親

よ りや や 小 さい もの 、%大 の もの 、%大 の もの 、

そ れ 以 下 の もの と巣 に よっ て ば らつ きが 兄 られ た。

7月18日 に は 親 と同 大 に 育 った幼 鳥 が 多 く兄 られ 、

図5.プ ユ ニ 岬 営 巣 地 に お け る ウ ミ ウ の 営 巣 位

1置(1983イ ザ)

Fig.5.NestingpositionofPル α∠αごzo60ノ丑ギ

万♂πηzρ漉osπ ∫onPuyunicolonyinl983.

親 の 喉 に頭 を 入れ て餌 を と る もの 、 巣 か らli'1て近

くの 岩 場 に.立つ もの 、 羽 ば た きを さか ん にす る も

の な どが 観 察 され た。7月261iに は 大 部 分 の 巣 で

幼 鳥 は親 と同 大 に な っ て い た 。 成 長 した 幼 鳥 は 巣

を離 れ て近 くの 岩 場 に 移 動 して い る もの もあ り、

巣 材 が ほ とん ど無 くな っ て い る巣 も 多か った 。8

月1311に は2巣 の み 残 っ て お り、 成 鳥2羽 と幼 鳥

5羽 が 観 察 で きた だ け で、 他 は 全 て 巣 立 った 後 で

あ った 。

こ の 営 巣地 で は4月.ド 旬 か ら5月 ヒ旬 に 営 巣 を

は じめ 、営 巣 地 か らの 巣 立 ち は7月 一ド旬 か ら

8月 一卜旬 と考 え られ た 。 ま た 、抱 卵 開 始 か ら巣 立

ち ま で の 日数 が8911以 トの もの が 少 な く と も4巣

あ り、 営 巣 開 始 時 期 が一早 い もの と遅 い もの との差

一1θ



表2.プ ユ ニ 岬 営 巣 地(Nα1)で の ウ ミ ウ の 繁 殖 状 況(1983年)

Table.2.Breedingconditionsof、Pぬo∠06%060η κ 万∠8〃26η'os勿sonPuyunicolonyin1983.

Nα4/29 5/2 6/20 7/11 7/18 7/26 8/13

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

I

I

I

I

■ー一

I

I

I

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

NI

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

NI

NI

NC

NC

NC

NCl

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NC

NCl

NC

NCl

NCl

NCl

NCl

NI

NI

NI

NI

NI

NC1

NC3(1)

NC2(3)

NC2(3)

NC2(3)

NC(2)

NC(3)

NC(2)

NC(3)

NC(2)

NC2(2)

NC(2)

NC2(3)

NC2(2)

NC1(2)

NC3(1)

NC3(2)

NC3(3>

NI

NC1(2)

NI

NC1(1)

NC(1)

NC3(1)

NC3(1)

NC3(1)

NC3(3)

NC3(2)

NC3(2)

NC(1)

NC(2)

NC3(3)

N

NC3(3)

NC2(3)

NC(2)

NC2(2)

N

NC3(2)

NC3(2>

NI

NC2(3)

NCl

NC(2)

NC3(1)

NC3(1)

NC3(2)

N

NC3(2)

NC3(2>

NC3(1)

NC3(2)

NC3(1)

NC3(3>

NC2(3)

NC2(2)

NC3(2)

NC3(2)

NC3(3)

NI

NC(3)

NC2(2)

NC(1)

NC3(1)

NC(3)

NC(2)

N:営 巣1:抱 卵 中C:幼 鳥 あ り 、()内 は 幼 鳥 数 、C一 幼 鳥 は 親 の%以 下 、

C2一 幼 鳥 は 親 よ りや や 小 、C3一 幼 鳥 は 親 と 同 大

N:NestingI:IncubationC:Chick(numberofchicks),Cl-smallsize,

C2-rniddlesize,C3-adultsize
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は50日 以 上 で あ っ た。 幼 鳥 数 は3羽 を越 え る もの

は な か っ た。 この 営 巣地 で は オ オセ グ ロ カ モ メ と

ケ イマ フ リ も営 巣 して い た が 、 オ オ セ グ ロ カ モ メ

は7月11日 に は 雛 が 巣 内 に 見 られ 、7月18日 に は

親 の%大 に なって い た。 ウミウ が ほぼ 巣 立 ち を終 え

た8月13日 に もオ オセ グ ロ カモ メ は まだ 営 巣地 に

残 っ て お り、 親 に近 い大 き さに な っ た幼 鳥 が 巣外

を 歩 き回 っ て い た 。

要 約

1979年 か ら1985年 まで の 間 、知 床 半 島 西 海 岸 で繁

殖 す る ウ ミウ を.調査 した 。 営 巣 地 は 海 岸 の 断 崖 や

独 立 岩 の上 部 で 、 宇 登 昌 か ら知 床 岬 まで の 問 に20

ヶ所 の コ ロニ ーが あ っ た 。 営 巣 地 ・毎 の 営 巣 数 及 び

西 海 岸 全体 の 営 単 総 数 は 年 に よ って 変 動 が 大 き く、

営 巣 総 数 は:最高 が1979年 の690巣 、:最低 が1980年

の305巣 で あ っ た。 知 床 半 島 で は ウ ミウの 渡 来 は

4月 上 旬 で 、 営 巣 開始 が4月.ド 旬 か ら5月 一L旬、

.巣立 ち は7月 下 旬 か ら8月 上 旬 で あ った 。
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BreedingofTemminck'sCormorantP肋 ∠26∠060η κ 〃 伽 η6η ∠os勿s

intheShiretokoPenninsula ,Hokkaido.

HajimeNakagawa

ShiretokoMuseum,Shari-cho ,Shari-gunHokkaidoO99-41

BreedingofTemminck'sCormorant」P勿Zαo∠060η κ 万 伽 η6忽osπ5werestudiedfrom1979to1985in

ShiretokoPeninsula.20coloniesweremadeoncliffsortopofrocks ,inWestcoastofShiretoko

Peinsula.Annualfluctuationofthetotalnumberofnestswereobserved .Highestnumberofoccupied

nestswere690in1979.lowestwere305in1980 .
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